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市民センター内に
レストランが開店します
平成17年１月18日cに、
三鷹市公会堂別館に「レス
トラン・グリーンズシェフ」
が新しくオープンします。
ぜひ、ご利用ください。
くわしくは管財課1内線2253へ。

市
で
は
２
月
か
ら
、
ご
み
出
し

を
す
る
こ
と
が
困
難
な
市
民
の
方
を

対
象
に
、
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容

ご
み
収
集
日
に

合
わ
せ
、
ご
み
を
排
出
場
所
ま
で
搬

出
し
ま
す
。
さ
ら
に
希
望
者
に
対
し

て
、
訪
問
や
声
が
け
に
よ
り
安
否
確

認
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
、
区
分
が
要
介
護
度
２
以

上
で
あ
る
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
、
②
身
体
障
害
者
手
帳
が
１
・
２

級
で
あ
る
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
、
③
前
２
項
の
世
帯
に
準
ず
る
と

市
長
が
認
め
る
世
帯
。

▼
２
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
希

望
す
る
場
合
は
、
１
月
12
日
d
〜
20

日
e
に
申
し
込
む
。

※
20
日
e
以
降
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
開
始
時
期
が
遅
れ
る
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

e

ご
み
対
策
課
1
内
線
２
５
３

３
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

１
月
の
掘
り
出
し
物

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
は
、
粗

大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家
具
な
ど

の
「
掘
り
出
し
物
」
を
抽
選
に
よ
り

低
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

◆
展
示
・
受
付

１
月
８
日
g
〜

15
日
g

◆
抽
選
会

１
月
16
日
a
午
前
11

時
か
ら

申
込
時
に
官
製
は
が
き
（
郵
便
料

本
人
負
担
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
は
が
き
に
よ
り
、「
当
選
・
落

選
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
当
選
さ

れ
た
方
は
、
抽
選
日
の
翌
日
曜
日
ま

で
に
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
当

選
品
を
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
時
の
車
で
の
来
館
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

e

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水
・

木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
開
館
）
深
大
寺
２
―
16
―
13
1

34
―
３
１
９
６

耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

都
主
催
に
よ
る
、
木
造
住
宅
な
ど

の
耐
震
対
策
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
木
造
住
宅
の
特
徴

や
、
耐
震
補
強
方
法
な
ど
の
展
示
、

講
演
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
（
地
震
被
害
例
・
補
強
方

法
な
ど
）

▽
１
月
11
日
c
〜
16
日
a
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
、
都
庁
議
会

棟
１
階
都
政
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

◆
専
門
家
に
よ
る
住
宅
の
無
料
耐

震
相
談

▽
１
月
15
日
g
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分
、
都
庁
議
会
棟
１
階
都

政
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
自
宅
の
写
真
と

間
取
り
図
を
持
参
し
て
、
直
接
会
場

へ
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
講
演
会
「
強

い
家
で
地
震
か
ら
命
を
守
ろ
う
」

▽
１
月
15
日
g
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
都
庁
議
会
棟
１
階
都
民
ホ
ー
ル

で
。

▼
往
復
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
催

し
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
163
―

８
０
０
１
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―

１
東
京
都
建
築
企
画
課
建
築
防
災

係
」
・

m
l-kouenkai-m

ou
shikom

i@
section.m

etro.toky
o.jp

へ
申
し
込
む
。
先
着
250
人
。

e

東
京
都
建
築
企
画
課
1
03
―

５
３
８
８
―
３
３
６
２

１
月
の
国
立
天
文
台
天
体
観

望
会

▽
①
１
月
７
日
f
二
重
星
団
（
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
に
あ
る
散
開
星
団
）、
②

22
日
g
土
星
。
い
ず
れ
も
午
後
６
時

30
分
〜
７
時
30
分
、
国
立
天
文
台
三

鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
で
。
雨
天
・
曇
天

（
快
晴
以
外
）
の
場
合
は
観
望
を
中

止
し
、
天
体
解
説
と
ビ
デ
オ
放
映
、

天
体
望
遠
鏡
の
見
学
に
な
り
ま
す
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

e

国
立
天
文
台
情
報
公
開
セ
ン
タ

ー
1
34
―
３
６
８
８

就
職
・
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け

方
に
自
信
の
な
い
方
、
再
就
職
の
際

に
自
分
の
職
歴
や
経
験
を
効
果
的
に

Ｐ
Ｒ
し
た
い
方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三

鷹
と
三
鷹
市
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◆
１
日
コ
ー
ス

先
着
62
人
。
１

月
19
日
d
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
。

①
「
企
業
が
求
め
る
人
材
像
」
講
師

は
1
東
武
百
貨
店
人
財
部
採
用
担
当

者
、
②
「
魅
力
的
な
履
歴
書
・
職
務

経
歴
書
の
作
り
方
」
講
師
は
キ
ャ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
代
表
の
塩

川
昌
興
さ
ん
。

◆
３
日
間
コ
ー
ス

先
着
18
人
。
１

日
目
は
１
日
コ
ー
ス
と
同
じ
、
２
日

目
＝
１
月
25
日
c
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
、
個
別
指
導
「
履
歴
書
・
職
務

経
歴
書
の
作
り
方
」、
３
日
目
＝
１

月
26
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
、
個
別
指
導
と
グ
ル
ー
プ
指
導

「
模
擬
面
接
と
ま
と
め
」

い
ず
れ
も
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
者
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
三
鷹
１
階
２
番
職
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
へ
申
し
込
む
。

e

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹
職
業
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
高
橋
・
木
下
）
1
47
―

８
６
０
９
・
5
44
―
０
９
０
２

2
月
か
ら
の
ご
み
の
出
し
方

説
明
会

市
で
は
２
月
に
、
ご
み
の
収
集
方

法
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
説
明
会

１
月
19
日
d
①
午
後

２
時
〜
３
時
、
②
午
後
７
時
〜
８
時
、

い
ず
れ
も
市
役
所
第
二
庁
舎
で
。

2
月
か
ら
の
ご
み
の
出
し
方

変
更
の
ポ
イ
ン
ト

①
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
分
別

燃
や
せ
な
い
ご
み
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
お
よ
び
燃
や

せ
な
い
ご
み
の
３
つ
に
分
別
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
燃
や
せ
な
い
ご
み

の
半
分
以
上
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
で

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
月
２
回
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
週
１
回
分
別
収
集

す
る
こ
と
で
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
は

月
２
回
の
収
集
に
な
り
ま
す
。
分
別

収
集
変
更
後
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と

は
、
ゴ
ム
製
品
・
ガ
ラ
ス
製
品
・
せ

と
も
の
・
金
属
類
・
皮
革
製
品
な
ど

に
な
り
ま
す
。

②
雑
紙
は
資
源
物
に

古
紙
（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
）

の
収
集
に
雑
紙
（
ざ
つ
が
み
）
を
資

源
物
と
し
て
追
加
し
ま
す
。
月
２
回

か
ら
週
１
回
収
集
へ
収
集
日
を
増
や

し
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み
で
収
集
し

て
い
た
雑
紙
を
資
源
物
と
し
て
分
別

収
集
し
ま
す
。
雑
紙
と
は
、
お
菓
子

の
箱
な
ど
の
ボ
ー
ル
紙
、
は
が
き
、

便
箋
、
包
装
紙
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
ノ

ー
ト
、
メ
モ
用
紙
、
チ
ラ
シ
な
ど
で

す
。
紙
袋
に
入
れ
る
か
、
ひ
も
で
き

ち
ん
と
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
燃
や
せ
る
ご
み（
可
燃
）の
収
集

は
、野
崎
１
丁
目
、上
連
雀
３
・
５
・

７
丁
目
の
火
金
が
月
木
に
、
新
川
３

丁
目
、
北
野
１
・
２
・
３
丁
目
の
月

木
が
火
金
に
変
わ
る
予
定
で
す
。
分

別
収
集
と
収
集
日
程
の
変
更
に
と
も

な
い
、
収
集
時
間
も
大
幅
に
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
月
〜
金
曜
日
の
毎
日
ご
み
出
し

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
集
合
住
宅
の

場
合
、
管
理
人
さ
ん
や
清
掃
の
方
の

勤
務
体
制
に
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

e

ご
み
対
策
課
1
内
線
２
５
３
３

ご
み
出
し
を
お
手
伝
い

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

市長と語り合う会
参加者を募集

u1月27日e午後7時～9時、市役所3階第3委員会室で。
対象は市内在住で数年後に定年を控えている方。
s１月17日bまでに、Ｅメールまたははがきに「市長
と語り合う会参加希望」・①氏名（ふりがな）・②住
所・③電話番号・④年齢・⑤性別・⑥会社名・⑦語り
合いたい内容を記入し hisho@city.mitaka.tokyo.jpま
たは「〒181－8555三鷹市役所秘書広報課秘書係」へ
申し込む。定員10人（申込多数の場合は抽選）。
◆傍聴者も同時募集
傍聴を希望する方は「市長と語り合う会傍聴希望」
と前記①～⑦を記入し、Ｅメールまたははがきで秘書
係までお申し込みください。定員５人（申込多数の場
合は抽選）。
e秘書広報課秘書係1内線2010

ごみの出し方Ｑ＆Ａ
【雑紙編】

雑紙は何を収集するのですか。

レシートや名刺のサイズ以上のも
のが対象です。はがき、封筒、包

装紙、お菓子の箱などのボール紙、カ
レンダー、ポスターなどです。散らば
らないように、紙袋に入れるか、ひも
で束ねて出してください。雑誌がある
場合には、雑紙と一緒に束ねて出すこ
とができます。
雑紙はビニール袋で排出してもい
いですか？　出された場合はどう
するのですか？
ビニール袋の使用は、ご遠慮くだ
さい。紙袋がない場合は、雑誌と

一緒に束ねてください。雑紙と雑誌は
同じ車で収集します。ビニール袋で出
された場合は、張り紙をして、残しま
す（一定期間残し、改善が見られない場
合は、可燃ごみとして収集します）。

ビニールひもの使用は？

収集した後にひもを切って取り除
きますので、ビニールひもを使用

されても結構です。

はがきのプライバシーは？

雑紙として、紙袋に入れて上部を
セロテープでとめても結構です

が、収集の際に袋が破れてしまったり、
必ずしもプライバシーが守られる状態
ではないので、気になる方は破って燃
やせるごみに出してください。
牛乳パックは雑紙で収集します
か？
雑紙でも収集します。しかしなが
ら、牛乳パックはとても良質なパ

ルプでできているため、雑紙で収集す
るにはもったいないのが本音です。１
リットル入りの牛乳パック30個で、60
メートル巻のトイレットペーパー５個
分を作ることができます。できるだけ
市の拠点回収かスーパー等の店頭回
収、集団回収へ出してください。

み
た
か
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る

三
鷹
市
・
三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談

会
主
催
。

▽
２
月
５
日
g
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

星
の
ホ
ー
ル
で
（
手
話
通
訳
付
き
）。

◆
講
演
「
心
に
効
く
レ
シ
ピ
〜
ス

ト
レ
ス
時
代
を
元
気
に
い
き
よ
う

〜
」
午
前
11
時
（
10
時
40
分
開
場
）

〜
午
後
０
時
25
分
。
男
女
が
社
会
で

平
等
に
扱
わ
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
ス

ト
レ
ス
や
生
き
に
く
さ
か
ら
解
放
さ

れ
、
一
人
ひ
と
り
に
勇
気
と
力
を
与

え
て
く
れ
る
お
話
。
講
師
は
海
原
メ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
・
医
学
博

士
・
歌
手
の
海
原
純
子
さ
ん
。

◆
映
画
「
デ
ブ
ラ
・
ウ
ィ
ン
ガ
ー

を
探
し
て
」（
２
０
０
２
年
ア
メ
リ

カ
）

午
後
１
時
30
分
（
１
時
10
分

開
場
）
〜
３
時
７
分
。
仕
事
と
家
庭

の
両
立
に
悩
む
監
督
が
、
伝
説
の
女

優
引
退
の
理
由
を
追
い
求
め
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
先
着
250
人

（
整
理
券
配
布
の
場
合
あ
り
）。

※
保
育
（
２
歳
〜
学
齢
前
児
）
を

希
望
す
る
方
は
、
１
月
26
日
d
ま
で

に
、
企
画
経
営
室
へ
。
先
着
10
人
。

e

企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国

際
化
推
進
係
1
内
線
２
１
１
５

ミ

ヨ

　

リ

サ

イ

ク

ル

三鷹市・筑摩書房主催。作家で太
宰治賞選考委員の柴田翔さんの講演
会。
u１月29日g午後２時～３時30分、
三鷹産業プラザ７階会議室で。
s当日、直接会場へ。先着150人。

柴田　翔（しばた　しょう）
小説家。「親和力研究」でゲーテ賞を、「されどわ
れらが日々－」で芥川賞を受賞。ほかに「十年
の後」「贈る言葉」「鳥の影」など。東京大学教
授を経て、現在、共立女子大学文芸学部教授。

eコミュニティ文化室1内線2511

Ｑ

A

Ｑ

A

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

海
原
純
子

文学講演会

二つの
真実
文学の中の
男と女 柴田翔

テ
ー
マ

「「「「
定定定定
年年年年
後後後後
のののの
人人人人
生生生生
設設設設
計計計計
」」」」

第
10
回


